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音響発生装置（LRAD : Long Range Acous-
tic Device, LRAD-300X, LRAD Corp.）とス
キャニングレーザドップラ振動計（SLDV : 














山岳地帯の多い日本では高さ 30 m を超える
橋梁が多く存在している。そのため、我々が
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用いた PSV-400-H4 よりも S/N 比が向上し、






































































6 にシングルトーンバースト波形、図 7 に
拡大イメージ図を示す。シングルトーンバー
図 2　円形空洞試験体（2 × 1.5 × 0.3 m3）
図 3　RSV-150 (Polytec Corp.)
図 5　実験セットアップ図
図 4　LRAD-300X (LRAD Corp.)
図 6　シングルトーンバースト波
図 7　拡大イメージ図










で 100 dB になるように設定された。
Ⅳ．結果と考察
１．計測距離 15 ｍ

























いた。S/N 比の定義を式 (1) に示す。この
時の S は共振周波数の振動速度ピーク値、N
は 2000–7000 Hz の振動速度平均値に設定さ
れた。
 S










































図 10 における計測距離 30 m の結果と、
図 8 における計測距離 15 m の結果を比較す
ると、30 m の結果において RSV-150 の共振






















た。実験の結果、約 30 m という長距離から
でも欠陥部の検出が可能であることが確認で
きた。










図 10　振動速度スペクトル（計測距離 30 m、
加算平均無し） 図 11　振動速度分布（1783 Hz）
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